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中国の対外プレゼンスと戦略的「政経分離」論 

天児 慧 

 国際社会の中で中国を考える場合、その経済規模は GDP で 2010 年に日本を追い越し、現在 10 兆ド

ルを超える規模に膨れあがり、次第に米国経済に迫っている。今日既に「世界の工場」のみならず、

「世界の市場」として米国に代わるアブソーバーになってきた。多くの国で貿易相手国第 1位はこと

ごとく中国となり、そうした貿易量増大の中でデファクトとして「人民元圏」が形成されつつある。

さらに今日大きな話題となってきたアジアインフラ投資銀行（AIIB） はじめ幾つかの開発・投資を

目的とした国際銀行の設立、その延長線上に示された「新シルクロード（一帯一路）構想」などは明

らかに第二次世界大戦後、アメリカ主導の下に創設された IMF-GATT-WTO 体制に対する異なった国際

経済金融体制の提唱である。さらに中国の既存国際秩序への挑戦は新国際秩序の追求を目指している

ように見える。経済力の急増と並行して軍事力の増強もめざましく、今年度の国防費は約 1500 兆ド

ルで、日本の 3倍余り、米国の約 2分の 1となった。経済・軍事力の増強は世界のパワーバランスを

変えつつある。そして、それらの延長線上に習近平の主張する「中国の夢」が構想されているように

見える。 

 その構想の 1つは、21 世紀を指導する米中の「創造的な大国関係」＝2極構造の形成である。もと

もと「G2 論」は 2008 年前後に米国から発信したものであったが、習近平政権以後、中国側から積極

的に働きかけるようになった。しかしオバマ政権はこれに乗らず、むしろリバランスをはかる「アジ

ア再回帰」戦略に転じてきた。このように徐々に高まる米中の事実上の対決の中で、習近平はアジア

「運命共同体論」など新しい戦略を打ち出した。習近平政権の目指している対外戦略を要約すると、

中国自身のパワー急増から＜大中華圏構想＞の実現、そして＜2極構造＞の追求ということであろう。

しかしそのことが即、パックス・アメリカーナからパックス・シニカへの移行を意味しているという

のは早計であろう。 

 その理由として 1つには、日本の対中国脅威の増大から安全保障における対米依存、日米安保の強

化が進んでいることである。日米同盟強化は明らかに中国にとって脅威になる。2 つには、中国の周

辺諸国において中国との経済関係は深化しながらも、中国の膨張、強硬外交に対しては不信感、脅威

感の増大現象が広くみられることである。日本、アセアン諸国、豪州、インドなど周辺諸国でも類似

した懸念は強い。台湾の「ヒマワリ運動」、香港の「雨傘運動」なども同様の性質といえよう。こう

した状況を考慮するならば、必ずしも中国の望む地域秩序が順調に進むとは考えられない。経済の積

極的な協力・相互依存の進展、政治安全保障の緊張・対立はアジア太平洋地域における普遍的な現象

と言える。私は、こうした客観的事態を前向きに思考し、いま非中国勢力で重要なことは、戦略的「政

経分離」政策を積極的に展開すべきだと考えている。政治安全保障対立の存在は否定できない現実だ

が、「安全保障のジレンマ」に陥らせず、逆に政治安全保障対立が存在していても、経済社会の相互

依存関係を発展させることによって、共通利益、協働意識を増大させることになり安全保障対立の抑

制力にする。それ故に現段階では、対中国政策として、戦略的「政経分離」政策をとることの意義は

大きいのである。 
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事務局からのお知らせ

1. 4 月 1日に科学研究費補助金「国際情報発信強化（B）」の交付内定が届きました。2015 年度は 290

万円が助成されることになり、これは本学会の英文機関誌 International Relations of the
Asia-Pacific（IRAP）の一層の充実、研究大会における英語部会の開催や海外からの研究者招聘

などのために利用いたします。また、会員が海外学会等において報告される際の渡航費等の補助

にも利用いたします。各種の助成募集については学会ウェブサイトにおいて案内いたしますので、

応募ください。

2. 6 月 7日に開催された第 7回理事会において、計 38 名の入会申し込みが承認されました。入会を

承認された方々におかれましては、初年度の会費納入をお願いいたします。また、3 年間会費未

納による強制退会者は 32 名でした。

3. 第 7回理事会におきまして、2018 年度の研究大会は、埼玉県大宮市の大宮ソニックシティにおい

て、11 月 2日（金）から 4日（日）に開催されること、また、その際の研究大会実行委員会主任

は、永野隆行（獨協大学）会員が担当されることに決定しました。

 現在、本年度の研究大会に加えて、2016 年度の学会創設 60 周年記念研究大会の企画が検討され、

着々と準備作業が進んでおります。多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。 

  2014－16 年期理事長 中西 寛 

 2014－16 年期事務局主任 大矢根 聡 

2015 年度研究大会共通論題・部会プログラム 

今年度の研究年次大会のプログラムが固まりました。仙台国際センター（仙台市）にて、10 月 30

日（金）から 11 月 1 日（日）の 3日間の開催となります。 

■共通論題

日本の安全保障―戦後 70 年からどこに向かうのか― 

戦後 70 年を経て、日本の安全保障は岐路に立つ。本共通論題では、この主題につき、包括的・根

本的に再考する。 

2015 年は、第 2 次世界大戦終了後 70 年に当たるだけでなく、前年における集団的自衛権をめぐる

閣議決定を受け、安全保障法制が大きく変わり、並行して日米防衛指針も見直される画期的な年とな

る。この動きを、歴史と理論の両面にまたがり、現代日本の直面する諸課題を見据えて、実務と研究

を架橋しながら、再検討したい。 

具体的には、まず、いわゆる安保法制懇（「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」）の議論

を主導した北岡伸一会員（日本政治外交史）に、14-15 年の改革を、70 年にわたる日本の安全保障の

歴史のなかに位置付けていただく。それを受け、石田淳会員（国際政治理論）に理論的な観点から、

同じ主題を別の角度から論じていただくとともに、日本の安全保障の「痛点」であり続けた沖縄につ

いて、佐藤学氏（アメリカ政治）から逆照射いただければと考えている。その上で、高原明生会員（中

国政治）から日本の安全保障にとって中長期的に主要な相手国となる中国について、また池内恵会員

（アラブ政治思想）から中東における「アラブの春」以来の動乱以降、邦人を標的にしたテロや対 ISIL

有志連合の形成などの新たな動きを念頭に、さらに陸上自衛隊において長らく防衛と日米関係に携わ
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れ、その後研究・教育に従事しておられる山口昇氏から安全保障の現場と研究とを架橋する議論をし

ていただき、活発な討論を進めていただくことを考えている。 

■部会プログラム

1．多国間外交・秩序構想の歴史的展開と国際組織：国連創成期と冷戦初期に焦点を当てて 

2．古典的国際政治論の『英国学派』からの解放 

3．ASEAN 共同体設立と東アジア地域秩序 

4．対脆弱国家支援における「ハイブリッドな連携」：開発援助と安全保障をつなぐ安定化活動の課題 

5．ヨーロッパにおけるガバナンスの現在（自由論題企画） 

6．【日韓合同部会】（部会タイトル未定） 

7．Seventy Years of Post-World War II U.S.-Japan Relations【英語部会】 

8．東アジアの公民運動と「中国ファクター」 

9．ドイツ統一をめぐる国際政治 

10．国際秩序と領域性の変容：圏域・境界・統治 

11．自由論題部会 

12．戦後日本の「リアリズム」の射程：歴史・理論・実践 

13．多中心化するグローバル・ガバナンスにおける国際機関の役割 

14．終戦をめぐる国際関係：日中戦争・太平洋戦争を中心に 

15．集団安全保障の展開と現状≪市民公開講座≫ 

16．冷戦変容期の開発援助とアジアの自立化：戦後アジア国際秩序の再編との関連で 

（企画・研究委員会主任 遠藤貢） 

2015 年度研究大会実行委員会からのお知らせ 

2015 年度研究大会は、10 月 30 日（金）から 11月 1 日（日）まで、仙台国際センター（〒980-0856 

仙台市青葉区青葉山無番地）で開催いたします。プログラムの発送、事前登録 web の立ち上げは、9

月を予定しております。学会ホームページで適宜ご確認ください。なお、本年度も託児室を設置いた

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

（2015 年度研究大会実行委員長 松尾昌樹） 

2016 年度研究大会（60 周年記念大会）部会企画・自由論題報告募集のお知らせ 

2016 年度研究大会（幕張メッセ、2016 年 10 月 14 日～10 月 16 日）での部会企画の提案および自由

論題（部会）の報告希望を、募集致します。 例年に比べ締め切り時期が 2 ヶ月ほど早まっておりま

す。また、60周年記念大会のため、部会企画の開催時間帯については通例と異なる可能性もございま

すので、柔軟にご対応頂ける形でご検討いただければ幸甚です。 

応募に必要な事項は以下の通りです。応募に際して、報告者についての下記の内規を確認していた

だくようお願い致します。なお部会（自由論題部会を含む）での報告者には、ペーパーの提出が義務

づけられています。 

（1）締め切り：2015 年 11 月 20 日（金）（必着）  

送付方法：応募は e-mail、FAX、郵送のいずれかの方法となります。  

送付先：〒153-8902 東京都目黒区駒場 3－8－1 東京大学大学院総合文化研究科  

遠藤貢 email：endo☆waka.c.u-tokyo.ac.jp  

電話：03-5454-6490  

Fax ：03-5454-4339  
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送付の際、「日本国際政治学会 2016 年度研究大会部会企画・報告募集」と明記していただきますよ

うお願い申し上げます。 

（2）応募に必要な事項  

部会企画案  

(i)テーマ  

(ii)趣旨（800 字～1200 字程度）  

(iii)報告者、司会者、討論者、などを記すこと。  

自由論題報告案  

(i)テーマ  

(ii)要旨（800 字～1200 字程度）などを記すこと。  

部会企画の提案者もしくは自由論題の報告希望者のいずれも、氏名、所属、職名、連絡先（住所、

電話番号、FAX 番号、e-mail アドレス）を記すこと。  

応募用紙は、2015 年 7 月以降、学会 HP にてダウンロードできます。また、本号に同封しますので、

ご利用ください。  

（3）なお、部会参加に関しては内規にて以下の事項が決まっておりますので、ご留意ください。  

1. 部会参加者は、原則として、会員及び入会申請中の者とする。

2. 一般会員が、部会及び自由論題部会において報告を行う場合、応募時において過去二年間（2014

年度、2015 年度）に開催された研究大会の部会で報告を行った会員（申請中を含む）は、報告者の

候補たりえない。この原則は司会者及び討論者については適用されないものとするが、なるべく同

じ会員の登壇は控えることとする。 

3．学生会員が、部会及び自由論題部会において報告を行う場合、応募時において過去一年間（2015

年度）に開催された研究大会の部会で報告を行う会員（申請中を含む）は、報告者の候補たりえな

い。この原則は司会者及び討論者については適用されないものとするが、なるべく同じ会員の登壇

は控えることとする。 

4．自由論題部会にて報告を行う場合、上記の 2．及び 3．に加え、応募時において過去二年間（2014

年度, 2015 年度）に開催された研究大会の分科会で報告を行っていない会員（申請中を含む）、学

生会員の場合は過去一年（2015 年度）の大会で報告していない会員が優先される。 

（企画・研究委員会主任 遠藤貢） 

理事会便り 

編集委員会からのお知らせ 

1. 2016 年度『国際政治』の刊行予定についてご

案内します。特集タイトルはすべて仮題です。 

2016 年度 185 号「変動期東南アジアの内政と外

交」（編集：永井史男会員）、186 号「国際援助・

国際協力の実践と課題」（編集：高柳彰夫会員）、

187 号「歴史認識の国際政治学」（編集：等松春

夫会員）、188 号「独立論文特集号」となってい

ます。学会ホームページ（http://jair.or.jp/ 

committee/henshu/1921.html）に 185 号、186

号、187 号の特集論文募集案内が掲載されていま

すので、ぜひご覧ください。 

2．2017 年度『国際政治』刊行予定についてもご

案内いたします。特集タイトルはすべて仮題で

す。2017 年度 189 号「地域から見た国際政治」

（編集：大島美穂会員）、190 号「移民・難民を

めぐるグローバル・ポリティクス」（編集：石井
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由香会員）。学会ホームページに募集案内が掲載

されています。積極的に応募をお願いします。 

3. 独立論文は随時応募を受け付けています。ぜ

ひ奮ってご応募ください。執筆要領等の詳細は

学会 HP の「論文投稿等関係」に掲載されてい

る「『国際政治』掲載原稿執筆要領」をご覧くだ

さい。応募・問い合わせ先は、編集委員会副

主任:山田敦 jair-edit☆jair.or.jp までお願

いします。 

4. 『国際政治』は特集論文、独立論文とも査読

プロセスを経ています。執筆から掲載までに一

定の修正が求められることが多く、時間とエネ

ルギーを要するプロセスですが、論文の質の向

上には確実に貢献していると考えています。会

員各位にはなお一層積極的な投稿および再投稿

をお願いします。また、編集委員会より査読を

お願いした際には、多くの会員に快くお引き受

け頂いており、心より感謝しております。引き

続きお力添えを賜りますよう、お願いします。 

5．J-stage での『国際政治』電子版では、刊行

後 2 年以内の号の論文について、購読者番号と

パスワードを用いた会員限定の閲覧を行えるよ

うになりました。 

購読者番号： ************ 

パスワード： *********** 

6．『国際政治』に掲載した論文を執筆者が転載

(複製利用)する場合、ご自身の著書等に利用さ

れる際は、事前に文書で理事長に申し出ていた

だくことになっており、またリポジトリー等に

掲載される際は、編集委員会主任に申し出てい

ただくことになっております (『国際政治』掲

載原稿執筆要領 1-(6)・(8))。 前者については、

学会 HP に掲載している申請書をご利用くださ

い。双方とも連絡は編集委員会主任までお願い

いたします。 

（編集委員会主任 田村慶子） 

国際交流委員会からのお知らせ 

1．2015 年度第 1回国際学術交流助成について 

2015 年度の第 1回国際学術交流助成の申請は

5月 15 日で締め切りましたが、審議の結果、宮

下雄一郎会員（松山大学）、金考淑会員（関西外

国語大学）、濱村仁会員（東京大学）の 3名への

助成が決定しました。ここにお知らせ致します。

第 2回の助成申請への応募締め切りは、10 月 15

日です。昨年度とは締め切り日が異なりますの

で、ご注意ください。会員の積極的なご応募を

お待ちしております。 

2．日韓済州島会議について 

日韓国交正常化50周年を記念する国際学術大

会が、下記のように済州島で開催されました。

日本国際政治学会も共催団体となっており、韓

国国際政治学会との共催で二つのセッションを

組み、中西寛理事長、五百旗頭真会員、李鍾元

会員、佐々木卓也会員、細谷雄一国際交流委員

会主任、西野純也国際交流委員会副主任が参加

致しました。 

●共催団体：日本国際政治学会（JAIR）、韓国国

際政治学会（KAIS）、韓国現代日本研究学会、

現代韓国朝鮮学会（ACKJ）

●開催日：2015 年 6 月 17 日（水）～19 日（金） 

(1) 日韓国際政治学会セッション①「東アジア

パワー・バランスの変化と日韓関係」 

司会：金泰炫（中央大学）・中西寛（京都大学） 

①東アジアパワー・バランス変化と日韓関係に

対する米・中の見方

日本側報告：佐々木卓也（立教大学）

韓国側討論：李熙（成均館大学）、馬相潤（カ

トリック大学）

②東アジアパワー・バランス変化に対する韓国

外交

韓国側報告：李相賢（世宗研究所）

日本側討論：五百旗頭真（熊本県立大学）

③東アジアパワー・バランス変化に対する日本

外交

日本側報告：細谷雄一（慶應義塾大学）

韓国側討論：李鎬鐵（仁川大学）、崔永宗（カ

トリック大学）

(2) 日韓国際政治学会セッション②「未来志向

的日韓関係の模索」 

司会：金泰炫（中央大学）・中西寛（京都大学） 

①国内政治と日韓関係（韓国政治における日韓

関係、日本要因）

韓国側報告：康元澤（ソウル大学）

日本側討論：李鍾元（早稲田大学）

②国内政治と日韓関係（日本政治における日韓

関係、韓国要因）

日本側報告：西野純也（慶應義塾大学）

韓国側討論：孫洌（延世大学）

（国際交流委員会主任 細谷雄一）

※紙面でご確認
　下さい。
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日本国際政治学会Ｑ＆Ａ：分科会について 

1.分科会の目的や活動はどのようなものですか。 
本学会には、歴史系、地域系、理論系、非国

家主体系という 4つのカテゴリーのもとに 21の

分科会が設置されています。分科会の設置数や

そのテーマは、国際関係論の学問的な流れに応

じて変遷がみられ、廃止されたものや新たに創

設されたものがあります。国際関係論は学際的

な研究分野といわれますが、一方で各会員の研

究はより細分化された領域を対象としています。

そのため、より専門が近い研究者との交流や議

論を活発化することで、会員の研究を深め、学

会全体の研究活動を活性化するために、分科会

が設置されています。各分科会は研究大会にお

いて複数の報告からなるパネルを開催し、これ

を活動の中心にしていますが、研究大会以外の

機会に研究会を開催し、またメーリングリスト

を通じて情報交換もおこなっている場合もあり

ます。

2.どのようにすれば、分科会に所属できますか。 
 会員による分科会所属に厳密なルールがある

わけではありませんし、また特定の分科会に所

属するのでなく、複数の分科会のパネル等に出

席することができます。研究大会における分科

会パネルに出席すれば、その場で氏名や連絡先

を記す用紙が回覧されるのが一般的ですが、各

分科会の責任者がニューズレターと学会ウェブ

サイトで公表されていますので、その責任者に

連絡をとることもできます。

3.分科会で報告するためには、どのようにすれ

ば良いですか。

 分科会における報告については、毎年、ニュ

ーズレターと学会ウェブサイトを通じて募集が

なされますので、分科会責任者に対して応募す

ることができます。基本的には、希望すれば報

告の機会が得られますが、報告希望者が多い場

合には会場の制約のために調整が必要になりま

す。

部会における報告には「2 年ルール」があり、

応募の時点で過去 2 年間に報告の実績がない会 
員に応募資格が認められています。例えば 2015
年度研究大会については、2015 年 1 月中旬に報

告が募集されましたが、これに応募するには

2013 年度と 2014 年度の研究大会で報告してい

ない会員のみが、応募できます。分科会につい

ても、分科会責任者連絡会議における申し合わ

せに基づいて、部会と同じルールが適用されて

います。ただし、学生会員については、部会で

も分科会でも「1 年ルール」が適用されますので、

過去 1 年間に報告の実績がない会員（例えば、

2015 年度研究大会に応募する場合には、2014
年度に報告していない会員）が応募資格を持つ

ことになります。

 分科会は、会員が研究成果を自由に報告でき

る場として、広く活用されています。特に若手

の会員にとっては、自ら希望して全国レヴェル

の学術交流の場で研究を開陳し、様々な反応や

フィードバックを得られる貴重な機会ですので、

積極的に活用してください。 

（文責 事務局・広報委員会）

編集後記 

 はやいもので、事務局広報委員会のお仕事を 

引き受けてから、一年になろうとしています。 

この間、3ヶ月経つのが早く感じられます。ただ

でさえ経過する時の流れの早さに自分の年を感

じることが多いのですが、ＮＬ刊行という仕事

により、3ヶ月一区切りという時間設定が身にし

みるようになりました。紙面の都合により「研

究の最前線」はお休みです。    （H.S.） 

本号では久々にＱ＆Ａを掲載しました。分科

会には自分も関わっていながら、原稿を読んで

そうだったんだと思うようなところもありまし

た。知っているようで知らない、学会の仕組み

やルールはいろいろとあると思います。Ｑ＆Ａ

で取り上げてほしい内容があれば広報委員会ま

でご要望をお寄せください。    （K.M.） 

日本国際政治学会ニューズレターNo.144 

（2015 年 7月 20 日発行） 

発行人 中西 寛 

編集人 篠原 初枝・牧野 久美子 

〒169-0051 新宿区西早稲田 1-21-1 

早稲田大学大学院 アジア太平洋研究科 

篠原研究室 jair-pr☆jair.or.jp 

印刷所（株）中西印刷 TEL 075-441-3155 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




